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1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道
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製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 
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見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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社会医療法人有隣会 東大阪病院 
2022 

vol. 

 

 月曜日から木曜日までの夜間診療終了のお知らせ 

 2022年6月1日より夜の外来診察が金曜日のみとなりました。ご連絡が遅くなり申し訳ありませ

んが月曜日から木曜日までは午前診察、午後診察のみとなります。 

 なお、内科と整形外科の24時間体制は引き続き行っておりますので、急な診察・入院の対応は

可能です。また、各種検査の対応も引き続き可能です。下記に6月1日からの曜日・時間別の当院

診療体制を一覧に致しましたのでご確認をお願い致します。 

 詳細に関しましては、同封しております外来診療一覧表にてご確認下さい。 

項目＼曜日 月～木 金 土 日・祝 

地域連携室への連絡 

8:30～19:30まで対応いたしま

す。以降は医事課の夜勤者が

対応致いたします。 

8:30～17:00まで対

応いたします。以

降は医事課の夜勤

者が対応致いたし

ます。 

医事課が対応致

いたします。 

内科 

一般診療 17:00まで 19:00まで 12:15まで × 

救急診療 

24時間対応 
入院依頼 

整形外科 

一般診療 
12:15まで 

（月:13:15～15:15あり） 

（木:14:00～16:45あり） 

12:15まで 12:15まで × 

救急診療 

24時間対応 
入院依頼 

検査 

MRI検査 19:00まで 19:00まで 17:00まで 
事前予約時のみ

対応 

CT検査 19:00まで 19:00まで 17:00まで 
事前予約時のみ

対応 

内視鏡検査 予約対応 予約対応 予約対応 × 

エコー検査 予約対応 予約対応 予約対応 × 

その他の検査 要相談 要相談 要相談 × 
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当院では2020年より医師、検査技師、療法士が協力し運動器エコーを実施し、リハビ

リテーションプログラムに反映させています。日本整形外科超音波学会のシンポジウム

では注射を使用したエコー下筋膜リリースに加えて、徒手でのリハビリを実施すると除

痛効果が長く得られるという話もされていました。徒手で筋膜リリースを実施するに当

たり、超音波画像診断装置（以下エコー）は最適のツールです。運動器エコーを2年間

実施し、実感したことをお伝えしたいと思います。 
 

【運動器エコーとは？】 

学会などで決められた定義はないのですが、エコーのプローブを運動器に当て、得られた画像所見に基

づき、診断（医師のみ）評価、治療を行う意味で使われています。エコーは、Ｘ線には写らない運動器

（筋、腱、靭帯、血管、神経など）をリアルタイムで撮像することができます。そこから得られた情報を

リハビリに用いることで、より安全で正確なリハプログラムを提供できると考えています。 
 

【適 応】 

適応は運動器（筋、神経、靭帯など）に機能障害や何らかの症状が出現している方が対象です。運動器

疾患で可動域制限が生じている方、疼痛、痺れがある方、脳血管疾患で麻痺が生じ、肩や足部に疼痛が生

じている方など幅広い疾患が適応となります。 
 

【運動器エコーの強み】 

１．患部の正確な触診が可能となる。 

  筋膜リリースを実施したいとき、個人によって脂肪の厚さが異なるため 

 正確に筋膜を触れられているか不安になります。エコーを用いることで 

 脂肪と筋膜の境が明確に見えるため、正確なリリースが行えるように 

 なります。 
 

２．患部の動きをリアルタイムでみることができる。 

  「どこの筋・筋膜が動いていないか」、「腱、靭帯はどのようになっているか」、「水分の貯留は     

  ないか」、「異常な血流になっていないか」などをリアルタイムで確認できるため、運動の継続 

  に悩んだ場合であっても、医師と相談の下、自信をもってリハビリを提供できるようになりました。 
 

３．患者さんへの自主練習指導が容易となる。 

 「力の入れ方が分からない」「自分でマッサージしたいけど、どこをどのように触って良いか分か 

  らない」と言われる患者さんが多いです。エコー画面を見ながら方法を伝えることで力の入れ 

  方、触り方を確認しながらの運動指導ができます。患者さんからは、分かりやすいと好評の声を 

  いただいております。 

 
 

最近では筋膜リリースの他に、エコーを用い神経周囲を注射あるいは徒手でリリースするNerve Hydro

リリースが登場し、疼痛や痺れが軽減するという報告がされております。 

先生方の施設やクリニックを利用されている患者さんが当院に入院され、リハビリが必要となった場合

には、可能な限り症状を改善し、先生方の元にお戻りいただけるよう、当院リハスタッフ一同、引き続き

努力して参ります。 

～回復期リハビリテーション課 課長 より～ 

  当院では運動器エコーを行っています 


